
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

○

都

市

計

画

事

業

の

事

業

計

画

の

変

更

に

関

す

る

〃

担

当

課

（

室

）

周

知

の

た

め

の

措

置

目

次

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

【

】

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

〃

規

則

○

生

活

保

護

法

施

行

細

則

及

び

岡

山

県

事

務

処

理

地

域

福

祉

課

の

完

了

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

〃

〃

○

母

子

及

び

父

子

並

び

に

寡

婦

福

祉

法

施

行

細

則

子

ど

も

家

庭

課

○

〃

〃

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

等

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則
（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

政

治

団

体

の

名

称

等

の

公

表

選

挙

管

理

委

員

会

【

】

○

政

治

団

体

の

代

表

者

等

の

異

動

〃

告

示

【

監

査

公

表

】

○

岡

山

県

笠

岡

陸

上

競

技

場

の

指

定

管

理

者

の

指

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課

定

○

令

和

六

年

度

の

監

査

の

結

果

の

公

表

監

査

事

務

局

○

救

急

病

院

の

認

定

医

療

推

進

課

○

監

査

の

結

果

に

基

づ

き

講

じ

た

措

置

の

状

況

の

〃

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

公

表

【

公

安

委

員

会

】

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

警

察

法

第

五

十

六

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

る

報

監

察

課

【

】

告

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

公

告

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

経

営

支

援

課

（

県

例

規

集

登

載

）

○

〃

〃

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

〃

〃

○

都

市

計

画

の

決

定

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

都

市

計

画

課

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報

令和６年１２月２７日 第１２６６４号



◎
岡
山
県
監
査
公
表
第
十
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
の
結
果
に
基
づ
き
、
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
監
査
委
員 

 
 

髙 
 

橋 
 

 
 

 

徹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
監
査
委
員 

 
 

福 
 

島 
 

恭 
 

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
監
査
委
員 

 
 

浅 
 

間 
 

義 
 

正 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
監
査
委
員 

 

飛 
 

山 
 

美 
 

保 

 
 

 

令和６年１２月２７日　岡山県公報　第１２６６４号



監 査 対 象 団 体 

（監査対象団体を所管する県の部局） 
監査実施年月日  監査結果公表年月日 

公益財団法人岡山県健康づくり財団 

（保健医療部） 

令和６年１月11日 

       10月１日 
令和６年10月11日 

監査の結果（指摘事項） 

 病院会計において長年にわたり不適切な会計処理が繰り返され、これを組織としてチ

ェックできなかった結果、多額の未収金等が計上されていた。 

（所見） 

本件については、正しい財務諸表の提出が遅れたため、令和６年３月末に公表予定で

あったが、今般の公表となったものである。 

財団役員や幹部職員の役割と責任を明確化し、ガバナンスの強化に努めるとともに、

内部統制制度や公益通報制度を充実させ、再発防止に万全を期されたい。 

内容不明の未収金32,654,072円について、早急にその全容を解明されたい。それ以外

にも不適切な会計処理がないか改めて点検を行い、必要な措置を講じるなど、健全な業

務運営に努められたい。 

14項目の改善策を着実に実施することにより、財団の信頼回復に努められたい。 

措置の状況     

内部統制制度などのミスや不正を防ぐ仕組みづくりについては、役員主導の下、幹部

職員・一般職員とも十分な意思疎通を図りながら、ガバナンス強化に向け、検討を進め

る。 

内部統制については、制度の趣旨・目的に立ち返った検討を行い、財団に相応しい制

度の構築を図る。 

公益通報制度については、先般、その趣旨等について、研修会を開催し、職員への周

知を図ったところであるが、外部窓口の設置に関し、県の対応状況を参考に、今後検討

を行う。 

内容不明な未収金等については、残存する資料の突合により、可能な限り今年度中の

解明に努めるほか、外部専門家による確認を行うなど、他に不適切な会計処理がないか

点検を行う。 

今回の事案を踏まえた改善・再発防止策を着実に実行するとともに、役職員の意識改

革を図り、一刻も早い信頼回復に努める。 
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